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令和 5年度予算見積調書 課室名:

説明事業

森づくり課
担当名: 木材利用推進・林業支援担当

内線: 4318 (単位：千円)
会計

P85 輸入木材に頼らない県産木材供給体制促進事業 一般会
計

農林水
産業費

林業費
項

林業振興費 木材利用拡大対策事業費
番号 事業名

事 業
期 間

令和 4年度～ 根 拠
法 令

森林・林業基本法、脱炭素社会の実現に資する等のための建
築物等における木材の利用の促進に関する法律

款

針路 12
令和 8年度 分野施策 1203

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

11,12,15
11-a,12-8,15-1,15-2

　県産木材の供給体制を見直し、県産木材の供給量を増
やすとともに工務店等が県産木材を入手しやすい仕組み
を構築することで、ウッドショック下で品不足となった
輸入木材から県産木材への転換を図る。

　ア　木材加工施設の整備　　　　　　　30,050千円
　イ　サプライチェーンの構築　　　　　11,150千円
　ウ　県産木材供給体制における課題解決のための調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,350千円

(１)事業内容
  　ア　木材加工施設の整備　　　　　　　　　　　　　　　30,050千円
　　　　県産木材を活用した梁桁材等の新たな品目を加工する施設や、
　　　　品質を確保するための木材乾燥施設等の整備費を支援
　　イ　サプライチェーンの構築　　　　　　　　　　　　　11,150千円
　　　　川上・川中・川下が連携して県産木材の利用拡大に取り組むための
　　　　サプライチェーン構築に必要な資機材の導入等を支援
　　ウ　県産木材供給体制における課題解決のための調査　　10,350千円
　　　　現状の供給体制の問題点を抽出・分析し、関係者へ課題解決方法を提案するとともに、
　　　　合意形成を促し、新たな供給体制の構築するための調査委託
　
(２)事業計画
 　ア　木材加工施設の整備　　　　　　　　　　　　　　　3件
   イ　サプライチェーンの構築　　　　　　　　　　　　　3グループ
　 ウ　県産木材供給体制における課題解決のための調査　　1件

(３)事業効果
　　　輸入木材のシェアの一部を県産木材に置き換えることにより、県産木材供給量の増に寄与する。
　　　県産木材の供給量　令和3年度：85,000m3　→　令和8年度：120,000m3

２　事業主体及び負担区分
ア　(県1/2)事業者1/2
イ　(県 定額)事業者
ウ　(県10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×10人＝95,000千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 51,550

前年額 0 0

― 農林部 85 ―

儲かる農林業の推進

51,550 51,550

林業の生産性向上と県産木材の利用拡大



 

事業名

単位事業名 予算額 30,050千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 18 18 出張旅費

需用費 29 29 事務用品等消耗品、ガソリン代、コピー代

役務費 3 3 切手代

負担金、補助及び交付金 30,000 30,000 木材加工施設整備費の補助 10,000千円×3件

合計 30,050 30,050

単位事業名 予算額 11,150千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 50 50 出張旅費

需用費 90 90 事務用消耗品、ガソリン代、コピー代

役務費 10 10 切手代

　

事業内訳書

輸入木材に頼らない県産木材供給体制促進事業

木材加工施設の整備

主な内容

サプライチェーンの構築

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 11,150千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 2,000 2,000 事業説明会・相談会開催等に係る委託

負担金、補助及び交付金 9,000 9,000 サプライチェーン構築補助　3,000千円×3グループ

合計 11,150 11,150

単位事業名 予算額 10,350千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 80 80 出張旅費

需用費 256 256 事務用消耗品、ガソリン代、コピー代

役務費 14 14 切手代

委託料 10,000 10,000 県産木材供給体制における課題解決のための調査委託

合計 10,350 10,350

サプライチェーンの構築

主な内容

県産木材供給体制における課題解決のための調査

主な内容


